
 





 

 ○はじめに 
畑中茂雄教育長を団長とする、第１３回の青梅市青少年友好親善使節団１６名が、８月１７

日から２４日まで姉妹都市ボッパルト市（ドイツ）を訪問しました。団員全員が、ボッパルト

市の家庭にホームステイしながら、歓迎会などを通じて市民との親睦交流を深めてきたほか、

今回初めて実施したカントギムナジウムでの生徒交流、市内見学や世界遺産に指定されている

ケルン大聖堂の見学、ドイツの豊かな自然、歴史、文化などを幅広く見聞きし、帰国しました。  
今回の使節団は、団長、市立中学校の生徒９名、市内在住の高校生４名、引率２名で構成さ

れ、青梅市やボッパルト市の概要、ドイツ語会話の勉強やドイツ語の歌、よさこいソーランの

練習、カントギムナジウムで発表する課題などの事前研修に熱心に取り組み、とてもよい仲間

として、まとまりのあるグループとなり、ボッパルト市を訪問しました。団員たちは、ボッパ

ルト市での８日間を通じて、さらによいグループになり、青梅市に帰ってきた時には、みんな

一回り大きくなっていたと感じました。 
帰国後、事後研修の中で、団員ひとりひとりが、ボッパルト訪問の思い出や事前研修から派

遣期間中までを振り返っての感想・反省などを報告するのを聞いて、その体験がとても新鮮な

もので、とても有意義なものであり、若い団員が多くのことを学んだことが分りました。若い

団員たちは、ボッパルトと青梅の友好の絆の強さを改めて知ったのではないでしょうか。 
今後、若い人々によって、両市の友好親善が長く引き継がれていき、このすばらしい姉妹都

市交流がますます発展することを願い、団員ひとりひとりから寄せられたボッパルトでの生活

や印象などの素直な感想をもとに、この報告書を作成しました。 
また、今回の使節団は、「日本とドイツの教育制度の違い」を共通の学習テーマとして、事前

に各自でドイツの教育制度について学習し、カントギムナジウムでの生徒交流の中で、意見交

換を通して両国の教育制度の良い点、悪い点について学んできました。この冊子には、「日本と

ドイツの教育制度の違い」についてのレポートも掲載しました。 
若い団員たちの体験を多くの市民の皆様に知っていただくことで、今後、より多くの皆様が

姉妹都市交流、国際交流の輪に加わっていただければ、幸いです。 
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１ 団員名簿 
 

 
氏 名 
（係） 

所属・学校名 民泊家庭 

団長 畑 中 茂 雄 青梅市教育長 ロース家 

団員 
比 嘉 友 浩 
サブリーダー 

青梅市立第一中学校 ２年 クラーゼン家 

団員 
雙 木 萌 子 
（レク（歌）） 

青梅市立第二中学校 ３年 ムンロ家 

団員 
浅 野  光 
（記録） 

青梅市立第三中学校 ３年 リーゼンフェルト家 

団員 
田 中  歩 
（レク（歌）） 

青梅市立西中学校 ３年 ムンロ家 

団員 
川 鍋 宏 明 
（レク（歌）） 

青梅市立第六中学校 ２年 プラウツ家 

団員 鈴 木 美 麗 青梅市立第七中学校 ３年 ミューレンバッハ・ハンセン家 

団員 
佐 藤 裕 樹 
（レク（歌）） 

青梅市立吹上中学校 ３年 ベッカー家 

団員 
舩 木  和 

（レク（折紙）・記録） 
青梅市立新町中学校 ３年 ベンナー家 

団員 
鈴 木 優 麻 

（記録） 
青梅市立泉中学校 ３年 ゴッドシャルク家 

団員 
成 宮 慶 有 

リーダー 
玉川学園高等部 １２年 シュナイダー家 

団員 
吉 田 茉 由 

（レク（ソーラン）） 
桐朋女子高等学校 ２年 ナイザー家 

団員 落 合 郁 実 錦城高等学校 １年 ミュントニッヒ家 

団員 齋 藤 彩 音 都立青梅総合高等学校 ２年 ザイザー家 

引率 鳥 居 智 子 青梅市立第三中学校 教諭 ヴェッツェル家 

引率 布 田 信 好 秘書広報課広聴・国際交流担当主査 ビルンシュトック家 
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２ 派遣プログラム 
 

月 日 時 間 日 程 
８月１７日 
（火） 

０５：４５ 
０６：００ 

 
１１：２５ 

 
１６：３５ 
１９：３０ 

・青梅市役所集合、出発式 
・青梅市役所出発 
  成田空港チェックイン 
・全日空NH209 便にて出発 

以下ドイツ時間 
・フランクフルト空港到着 
・ボッパルト市到着 
 ベァシュ市長による歓迎の挨拶 
・民泊家庭へ引き継ぎ 
 

８月１８日 
（水） 

０９：００ 
１０：００ 

 
 
 
 
 

１６：３０ 

・ボッパルト市主催公式歓迎式（旧庁舎） 
・市内観光 
 ラインアレー（ライン川沿い遊歩道）、カルメリーター教会、セヴェ

ルス教会、からし工場等 
新青梅公園見学 

・昼食「フェルゼンケラー」、ワインセラー見学 
・ボッパルト市内でフリータイム 
・民泊家庭お迎え 
 

８月１９日 
（木） 

０８：３０ 
 

１２：３０ 
１４：００ 

 
１６：３０ 
１８：００ 

・カントギムナジウム訪問 
 テーマ学習発表・交流 
・昼食（ベデスタ財団） 
・ハイキング 
 マウンテンバイク公園にて休憩 
・リンゲルシュタイン家のマス池にて、マス釣りとグリル 
・民泊家庭お迎え 
 

８月２０日 
（金） 

０８：３８ 
１５：１８ 
１６：３７ 
１９：００ 

 

・ボッパルト駅集合 ケルンへ日帰り遠足 
・ケルン駅出発 
・ボッパルト駅到着、民泊家庭お迎え 
・ボートクラブにて「友好の夕べ」 
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月 日 時 間 日 程 
８月２１日 
（土） 

０９：４５ 
１１：００ 
１２：１５ 
１３：１５ 

 
１７：５４ 
１８：０８ 

・カルメリーターエック出発、マルクスブルグ城へ 
・マルクスブルグ城見学 
・昼食「ブルグシェンケ」 
・コブレンツのエーレンブライトシュタイン要塞へ出発 
 「ドイチェス・エック」、コブレンツ市観光、ショッピング 
・列車でボッパルトへ 
・ボッパルト駅到着、民泊家庭お迎え 
 

８月２２日 
（日） 

 終日フリータイム 
 

８月２３日 
（月） 

０９：００ 
 

１０：１０ 
１１：３０ 

 
１３：４５ 
１６：３０ 

 
２０：４５ 

・KD 遊覧船に乗船 
ザンクト・ゴアールハウゼンへ 

・バスに乗りかえて、ローレライビジターセンターへ 
・バスにてボッパルトへ 
・昼食「クローネ」 
・民泊家庭お迎え 
・カルメリーターエックに集合、送別式 
 フランクフルト空港へ出発 
・全日空NH210 便にて出発 
 

８月２４日 
（火） 

 
１５：００ 
１８：３０ 

 

以下日本時間 
・成田空港到着 青梅市役所へ 
・青梅市役所到着 帰国報告式後解散 

 ※時間については、プログラム作成時のものです。 
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３ 派遣の記録（記録係による報告） 
   
【８月１７日（火）】 
青梅市役所出発・ボッパルト到着・歓迎のあいさつ 
・飛行機の１２時間がとても長く感じました。 
・ボッパルトに着くと、民泊家庭のみなさんが温かく

迎えてくれて、不安な気持ちが不思議と消えていきま

した。 
・自分の伝えたいことがうまく伝えられず、初めて言

葉の壁を感じ、もどかしさと悔しさでいっぱいでした。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【８月１８日（水）】 
歓迎会・市内めぐり 
・新青梅公園に行き、自分の名前を書いた多摩川の石

を置いてきました。姉妹都市提携についてのお話を聞

きました。友好親善使節団としての自覚がいっそう湧

いてきました。 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
【８月１９日（木）】 
カントギムナジウム訪問・ハイキング 
・カントギムナジウムで、青梅市の観光と学校生活に

ついて発表しました。たくさん練習していったので、

良い発表になりました。 
・ソーラン節の発表では、とても喜んでくれました。 
・授業風景や校内を見学しました。日本の学校とは異

なり、興味深かったです。 
・昼食後、チェアリフトで山頂まで登りました。チェ

アリフトからの眺めは最高で、感動しました。 
・ハイキング後、マス池で食べた魚の燻製とソーセー

ジがおいしくて、日本では食べられない味だなと思

いました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【８月２０日（金）】 
ケルンへ日帰り遠足・友好の夕べ 
・造るのに何百年とかかったケルン大聖堂は、とても

迫力があり、歴史の重みが感じられました。 
・約５００段の階段を上り頂上に着きました。素晴ら

しすぎる眺めでした。 
・友好の夕べでは、和太鼓やダンスで歓迎してもらい

出発式 

ベァシュ市長から歓迎の挨拶 

ボッパルト市役所にて、市長へドイツ語で挨拶する団員たち 

新青梅公園にて 

カントギムナジウムでの発表の様子 

マス池にて 
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ました。私たちも、「ローレライ」「青梅市民の歌」

「茶つみ」の歌とソーラン節を披露しました。踊り

終わった後、ドイツ人の方々も一緒に踊りました。

たくさん練習していったので、喜んでもらえてよか

った。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【８月２１日（土）】 
マルクスブルグ城見学・コブレンツ散策 
・昼食後に、ゴンドラに乗りながら、ライン川とモー

ゼル川の色が交わる景色を楽しみました。 
・コブレンツからは列車でボッパルトへ帰りました。 
 
 
 
 
 
 
 
 

【８月２２日（日）】 
フリータイム 
（それぞれホストファミリーと過ごしました） 
 
【８月２３日（月）】 
遊覧船乗船・「ローレライ」来訪者センター見学 

・お別れ会、ボッパルト出発 
・ローレライとライン川を上から眺めながら、ボッパ

ルトの景色をしっかりと胸に焼きつけました。 
・時間が経つにつれて、ボッパルトを離れなければな

らない時間が刻々と迫ってきて、「できることならこ

のまま残りたい」という思いがだんだん強まってき

ました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
【８月２４日（火）】 
帰国・青梅市役所にて帰国報告 
・飛行機を降りて通路を歩くと、蒸し器の中にでも入

れられたかのような湿度の高さでした。ドイツの過

ごしやすさに慣れてしまっていました。 
・青梅に着いた途端、安心感があって、「やっと青梅に

帰ってきたんだな」と改めて実感しました。 
・本当にお世話になりました。今度はドイツ語をしっ

かり話せるようになってもう一度訪れたいと思いま

した。 
 

ケルン大聖堂 

和太鼓で歓迎され

ました（友好の夕

べ） 

はっぴ姿でソーラ

ン節を披露 

エーレンブライトシュタイン要塞にて 

ローレライにて 
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４ 派遣報告文  
（１）派遣事業全体を通して  
 
ボッパルト市を訪問して  

団長  
青梅市教育委員会教育長  

畑中 茂雄  
  
 第１３回青梅市青少年友好親善使節団の団

長として、１３名の団員とともに、８月１７

日から８月２３日までの１週間、姉妹都市ボ

ッパルト市を訪問しました。今年は、青梅市

とボッパルト市とが姉妹都市の提携を結んで

４５年目の節目の年であります。私にとって

は、３８年前、ボッパルト市を訪問して以来

の再訪となりました。  
 成田空港から約１１時間の飛行の後、多く

のボッパルト市民の出迎えを受け、すぐに団

員は民泊家庭での生活に入りました。中学生、

高校生にとっては、民泊家庭での１週間は期

待と不安の連続であったと思います。言葉が

思うように通じなかったり、食事が日本と違

ったりと戸惑うことも多かったことでしょう。

その中で、団員は学校の代表、青梅の代表と

しての自覚を持ち、お互いに支えあいながら、

友好親善の大役を果たしました。ボッパルト

市で過ごした日々は、団員にとって生涯忘れ

ることのできない貴重な経験であったと思い

ます。  
 ボッパルト市長への表敬訪問では、団員ひ

とりひとりがドイツ語で自己紹介をしました。

その後、ボッパルト市内を散策し、ボッパル

トの歴史を学びました。新青梅公園では、持

参した多摩川の石を置き、ひとりひとりがボ

ッパルトに形跡を残しました。  
 カントギムナジウムでの発表では、学生や

先生方からたくさんの質問があり、日本文化

への関心の高さを感じました。１０月にボッ

パルト市民が青梅を訪問した際、カントギム

ナジウムと青梅総合高校とが学校提携を結び

ました。これを機に、青梅市とボッパルト市

の友好の絆がさらに強固なものになることを

期待しています。  
 その日の午後、チェアリフトに乗り、ボッ

パルト市が一望できる丘へ登りました。ここ

からの眺めは、ライン川が大きくカーブして

おり、「ラインの真珠」と呼ばれているところ

です。また、ライン川が４つの湖のように見

える場所があります。その日はとてもよい天

気に恵まれ、ライン川を見おろす眺望はすば

らしいものでした。  
 ケルンでは、大聖堂の階段約５００段を全

員が昇りました。また、その夜の「友好の夕

べ」には、ボッパルト市長をはじめたくさん

のボッパルト市民が集まりました。団員は「よ

さこいソーラン」を熱演し、アンコールでは

ボッパルトの青少年も加わり、すばらしい交

流の機会となりました。両市がこれまで築い

てきた交流事業の歴史の重さを感じました。  
 コブレンツやローレライにも行き、いよい

よボッパルトの人々とお別れをする日が来ま

した。団員は１週間お世話になった民泊家庭

の方々といつまでも別れを惜しみました。  
 これからも、ラインの大河のように、青

梅市とボッパルト市との友好の絆が永遠に

続きますことを祈ります。  
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ボッパルトの人の温かさを感じた交流  
青梅市立第一中学校２年  

比嘉 友浩  
 

ボッパルトの街並みは、日本とはまったく

違い、景色を見ながらワクワクしました。  
 歓迎の場でニッキ君とティム君の顔を見た

時は、なんだかすごく安心しました。昨年青

梅で会った青少年の人達の顔を見た時は、再

び会うことができたことに、ものすごく感動

しました。  
 民泊家庭であるクラーゼン家には、日本の

国旗がかけてありました。ズーガン君とヘン

リック君に、着いてすぐ、ゲームは好きかと

聞かれ、ここからすぐに打ちとけることがで

きました。  
 僕はドイツで、男の友達を作ること、家で

はいつも家族といっしょに過ごすこと、１日

１日を大切に楽しんで過ごすことを、心に思

って日本を飛び立ちました。この目標は達成

できました。  
 ２日目ぐらいから英語とドイツ語で話すこ

とにも慣れてきました。毎日がとても楽しく、

ライン川沿いをサイクリングをした時は、空

気まで違いとても気持ちが良かったです。そ

していたるところでドイツと日本の違いをと

ても感じました。夜９時まで明るい１日、炭

酸入りの水が出てくる食文化、オープンカー

で普通の道を１４０キロ出せる法律、ごみに

対する環境意識、サッカーの設備の差、ドイ

ツ人の積極性、教会やお城、ぶどう畑のなり

方まで違っていました。  
 友好の夕べでは、ソーラン節をとても喜ん

でくれて、ドイツの人もいっしょに踊り、盛

り上がって楽しかったです。ズーガン君とヘ

ンリック君にも見せてあげたいと思いました。

でも両親が家へ帰って２人に話をしていて、

お父さんもお母さんも、とても喜んでもらえ

たことは良かったです。ボッパルトの人達の

ダンスや太鼓もすばらしく、太鼓は青梅とボ

ッパルトの姉妹都市交流の深さを感じました。

写真とチラシを見せて青梅大祭の説明をした

時は、興味を持っていると感じ、日本文化の

青梅大祭の大切さも感じました。  
 今回の交流では、受入れ経験も生かされま

した。ボッパルトの人達とも、自然に楽しく

交流することができました。  
 送別式では、ロース家の人や、いろいろな

人から、温かい言葉と、プレゼントをもらい

ました。クラーゼン家には、家族のように良

くしてもらい、なんだか悲しくてたまらなく

なりました。人の温かさをこんなにも感じる

とは、思いませんでした。初めてのホームス

テイで不安でしたが、英語で努力した経験は、

忘れられない思い出になりました。ドイツで

の出来事が心から楽しいと思える１週間でし

た。クラーゼン家の人達、ロース家の人達、

団長さん、先生、ドイツと青梅市役所の方々、

通訳の方、使節団の人には、支えてもらい、

感謝しています。とても良い姉妹都市交流が

でき、帰ることができました。  
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ボッパルトでの体験  
 

青梅市立第二中学校３年  
雙木 萌子  

 
私は、ボッパルトで、本当に実りのある体

験をしてきました。  
 特に印象に残ったことは、２つあります。  
 まず、１つ目は、ボッパルトの学校、カン

トギムナジウムに行ったことです。そこで、

私たちは「青梅市の観光」と「私たちの学校

生活」について、発表しました。別の学校、

しかも、外国の学校で何かを発表するという

ことは、初めての体験だったので、とてもド

キドキしました。でも、ギムナジウムの生徒

さんたちが本当に興味津々に聞いてくれたの

で、嬉しかったです。質疑応答の時にも、何

人もの生徒さんが質問してくれました。やは

り、ドイツとは学校制度が違うので、ドイツ

にはない、制服や給食についての質問が多か

ったです。でも、観光についての質問がなか

ったのが、少し残念でした。  
 発表の後、授業と学校内の見学をさせても

らいました。授業では、みなさんとても真剣

に受けている姿が見られました。他の授業で

も、積極的に発言をしていたりしたそうです。

日本とは違い、授業が充実しているのだと思

いました。日本の学校も、こんな風になって

ほしいと思いました。  
 学校内の見学では、各教室を見せてもらい

ました。特別に、普段生徒は入れない、校長

室も見せてもらいました。明るい印象でした。

職員室も見せてもらったのですが、仕切られ

た個人の席というものがなく、書類なども積

まれていなかったので、カフェのような雰囲

気でした。あと、日本にはまだ、あまり普及

していない電子黒板も３台あるということな

ので、うらやましいと思いました。そして、

外観を見ていて思ったのですが、かなり古い

ものだと思いました。日本では、あまり古い

建物を残しておくということをしなかったり、

できなかったりするので、すごいと思いまし

た。  
 もう１つ、印象に残ったことは、ドイツの

環境問題に対する取り組みです。団員のホス

トファミリーの方にスーパーマーケットに連

れて行ってもらったときに、ペットボトルを

回収する機械を見ました。そこに、ある程度

ペットボトルを入れると、２５セントほど返

ってくるそうです。話には聞いていましたが、

実際に見たことはなかったので、新鮮でした。

とても、良い制度だと思いました。思い出し

てみると、道路に紙くずは落ちていたとして

も、ペットボトルは落ちていなかったと思い

ます。他にも、自転車専用の道路があったり

しました。環境問題に日本よりも関心がある

のだと思いました。  
 ドイツは日本よりも、いろいろなことが進

んでいるのだと思いました。でも、同時に日

本にいる時には気づかなかった日本の素晴ら

しさというものも、見つけることができまし

た。他国の文化に実際に触れるということは

大切なのだと思いました。  
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ボッパルトでの思い出  
青梅市立第三中学校３年  

浅野 光  
 
 私はボッパルトに行って思い出になる経験

をたくさんすることができました。毎日が充

実し楽しかったので、滞在した７日間があっ

という間に感じました。  
 私はボッパルトに行く前、楽しみという思

いよりも、ボッパルトの人と上手く生活でき

るのだろうかという不安や緊張の方が、正直

強く心にありました。しかし、ボッパルトに

着いた時、たくさんの方が拍手をしてあたた

かく迎えてくれたので、その不安や緊張をだ

いぶほぐすことができました。だから、ボッ

パルトの方々には感謝しています。  
 ボッパルトはとても素敵な町でした。街並

みは、映画に出てきそうなくらい可愛らしい

ものでした。自然豊かな町でもあり、目の前

には大きなライン川が流れていました。さら

に、私が泊まらせていただいた家の近くには

草原が広がっていて、そこで見られる夕日は

最高にきれいした。また、ボッパルトでは白

ワインが有名で、山の斜面にたくさんのぶど

う畑がありました。山の斜面なので機械は使

えず、手作業でぶどうを収穫するそうです。

日本ではなかなかできないワインセラー見学

をすることもできました。昔からずっとワイ

ンを作り続けているそうです。昔からある技

術や製法は、これからも変わらずにいてくれ

たらいいなと思いました。  
 ボッパルトを少し離れたケルンという町に

も行くことができました。そこで見学をした

ケルン大聖堂は、かなりの迫力がありました。

見た瞬間驚くような大きさで、写真におさま

りきれませんでした。建物の中にはたくさん

のステンドグラスがあり、とてもきれいでし

た。とても強く印象に残った建物でした。  
 私が派遣団員としてボッパルトに行って良

かったなと思うことは、たくさんの人と交流

ができたことです。中でも、友好の夕べで披

露したソーラン節は、ボッパルトに行く前の

研修で一生懸命に練習したのでうまくでき、

とても喜んでもらえました。また、アンコー

ルで、今度はボッパルトの方も一緒に踊って

くださり、とても楽しく交流ができました。  
 ホストファミリーもとても良い方でした。

言葉が上手く通じないこともあり大変でした

が、そんな時も頑張って会話をしようとして

くれました。フリータイムの日には、教会に

行ってパイプオルガンの見学をしたり、バタ

フライセンターでたくさんの蝶を見ることも

できました。他にも私を喜ばせてくれること

をたくさんしてくださり、とても心が温かく

なりました。おかげでリラックスして過ごす

ことができました。  
 ボッパルトでは、実際に見たり聞いたりし

てからこそ感じられた経験を、たくさんしま

した。また、ホームステイをすることで、外

国の方と話をすることが楽しく思えるように

なりました。ボッパルトに行ったことは、こ

れからもずっと心に残る思い出になると思い

ます。  
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ボッパルトでの１週間  
青梅市立西中学校３年  

田中 歩  
 
 ドイツといえば…ワイン、車、テディベア、

バッハ、ベートーヴェン、ブラームス、西岸

海洋性気候の国、そんな漠然としたイメージ

しかありませんでした。今回の派遣を通し、

私の中にあった、活字だけ、イメージだけの

「ドイツ・ボッパルト」が、実際に見、聞き、

感じてきた、生きたものへと変わりました。  
 ボッパルトでのあっという間の１週間、毎

日が今までにない素晴らしい経験であふれて

いました。  
 中でも強く印象に残っているのが、カント

ギムナジウムを訪問したことです。活気のあ

る質疑応答は、本当にワクワクして、自分が

当たり前だと思っていたことも、国が違えば

そうではなく、また思いもよらないようなこ

とが外国では当たり前のこと。今まで以上に

国際交流への興味がわいてきました。  
 カントでの交流以外にも、たとえばお互い

の国の言葉で数を数え合ったり、「となりのト

ットロ、トットーロ♪」と一緒に歌ったり、

そんな何気ないことも楽しかったです。  
 もう１つ心に残っているのが、ボッパルト

の街並みです。古い古い建物にライン川がと

ても美しくて、自分もいつかここに住みたい

と何度も思いました。特に感動したのが教会

で、ステンドグラスやパイプオルガン、建物

全体がひとつの芸術と言っても良いほどでし

た。日曜日に、ホストファミリーのムンロさ

んが特別に頼んでくださって、町のプロテス

タント教会のパイプオルガンを弾くことがで

きました。予定外のことだったのに、みどり

さんが通訳をしてくださったおかげで、オル

ガン奏者の方の面白いお話も聞くことができ

ました。念願のドイツ語の礼拝にも参加させ

てもらい、本当に嬉しかったです。  
 たくさんのことを経験できた今回の派遣で

すが、初めての海外、しかもホームステイな

のでとても不安でした。初日は緊張していて、

少し恥ずかしくて、なかなか話すことができ

ませんでした。でも「炭酸水に驚いた」「家が

広い」など、話題になることもたくさんあり、

ムンロさんも本当に優しくて、だんだんと打

ちとけることができました。ドイツ語はほと

んどわからず、英語もなかなか通じない。そ

んな状況の中、とにかく単語をたくさん並べ

たり、ジェスチャーを交えたりして、なんと

かコミュニケーションをとることができまし

た。ドイツ人、日本人の違いはあっても、心

を通わすことができるんだ、と嬉しくなりま

した。  
「またボッパルトへ来たら、私のところへお

いで。いつでも歓迎してあげる。」  
 ムンロさんは、こう約束してくれました。

ボッパルトを訪れる前、今回の派遣は１つの

経験としか考えていませんでした。でも今は

違います。ボッパルトで知ったこと、感じた

ことは、これからのスタート地点です。今回

経験したことを生かし、外国語や国際交流に

も関わっていこうと思います。  
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ボッパルトで感じたこと  
青梅市立第六中学校２年  

川鍋 宏明  
 

空港に到着した時、まだドイツに来たとい

う実感がわきませんでした。空港の外に出た

時、目の前にベンツの大きなトラックが右側

通行で走って来るのを見て、「ドイツに来たん

だ」と、これからの８日間に期待が高まりま

した。  
 ボッパルトに着くと、そこにはたくさんの

人達がいて、拍手で迎えられた時、歓迎され

ているんだなと思い、安心しました。ボッパ

ルト市長からあいさつがあり、その後ホスト

ファミリーに会いました。とても明るく優し

そうな家族で、英語で話しかけてくれました。

聞けば、５年生から英語の授業があって、驚

いたことに、１４、５歳の時には話せるよう

になるそうです。皆と分かれて、車に乗って

家に向かいました。最初は少し走れば着くだ

ろうと思っていましたが、行けども行けども

家は見えてこなくて、それどころか山道にな

ってしまいました。その時は、家にはいつに

なったら着くのかと不安になり、酔ってしま

いそうでした。しかし、突然視界が開けて、

町が現れました。今までライン川沿いの写真

しか知らなかったので、未知の世界に来たよ

うな不思議な感じがしました。家に入ると、

お母さんが出迎えてくれ、部屋に案内されま

した。プレゼントを持ってリビングに行くと、

家族全員がそこにいました。その日は少し話

をして部屋に戻ると、天窓の外はうっすらと

明るくて「もう９時なのに。」と驚きました。 
 この家のお父さんと１８歳のマティアスは

消防士の仕事をしていて、木曜日の夜に月に

１度の訓練があり、連れて行ってくれました。

ドイツの消防の仕組みはとても面白く、自宅

待機で連絡があった時だけ消防署に集まりま

す。火事よりも交通事故がほとんどです。そ

の日も、油圧の機具を使って車の中から人を

助ける訓練をしていました。スクラップの車

を再利用しているせいか、大胆にドアをはず

したり窓から上を切りはなしたりして、すご

いと思いました。気付いたら自分の息が白く

て、夏なのにかなり寒いと思いました。  
 今回、初めてボッパルト市に行ってみて、

英語に少し自信があったのに、初日は聞きと

れなくてショックで、帰ったらもっと勉強し

ようと思いました。また、古い家や石畳がと

てもきれいで、大切に使っているのがわかり

ました。研修では回数が多いと思ったけれど、

研修を重ねるごとに皆と仲良くなり、教育長

や鳥居先生、布田さん、小澤さんが毎回来て、

僕達のためにいろいろしてくれました。ボッ

パルトでも、大勢の人が僕達のために手助け

をしてくださいました。自分がボッパルトに

無事に行って来られたのも、その他大勢の

方々のおかげだと思いました。これらのこと

が感じられてとてもよかったです。ありがと

うございました。 
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ボッパルト訪問を終えて  
青梅市立第七中学校３年  

鈴木 美麗  
 
 今回のドイツ・ボッパルト市への訪問は、

私にとっては、初めての海外旅行でした。今

まで一度も飛行機に乗ったこともなく、異国

の人との交流もなかった私は、訪問する日が

近づくにつれ、だんだん不安になっていきま

した。「学校の教科書に書いてあるような英会

話しか知らないし、交流なんてできるのだろ

うか。」「向こうの家の人は、温かく私を迎え

てくれるだろうか。」「ご飯が食べられなくて

困るかもしれない。」などなど。しかし、ボッ

パルト市に到着した時、いつの間にか不安は

どこかに消えてしまい、好奇心が私の心の中

にあふれ出てきました。日本では見ることの

できない絵画の中の古い建造物や風景が、目

の前に広がっているのです。そして一番不安

に思っていたホームステイ先の家庭は、心か

ら私をもてなしてくださり、細かいことまで、

私に不便のないように心づくしをしてくださ

いました。私が特に嬉しかったことは、私専

用の部屋を用意してくださり、タンスまで私

が自由に使えるように空けておいてくださっ

たことです。また、日本人はドイツ人が普段

口にするガス入りの水が苦手だということを

知っていてか、机の上に果物と一緒にガス抜

きのお水を置いてくださっていました。そう

いったひとつひとつの心配りが大変嬉しく、

私の異国での生活を全く困ることのない、楽

しいドイツ訪問にしてくれたのだと思います。 
ドイツで生活していて驚いたことがありま

す。それは、じゃが芋の食べ方です。私は本

でしか知らなかったのですが、私のホームス

テイをした家族は、皆フォークの裏側を使っ

てじゃが芋をつぶしていました。私も挑戦し

たところ、なかなかおいしかったです。  
また、もう１つ印象に残っていることは、

カントギムナジウム校を訪問した時のことで

す。同年代の子と接していると、自分達とど

のように人柄が違うのか良く分かりました。

日本人は、グループで固まって話をすること

が多いと思いますが、ドイツ人は男女の壁も

なく、ひとりひとりが積極的にいろいろな子

と話をするのです。そして、「自分で考える」

ことをし、積極的に意見し学ぼうとする姿勢

が感じられました。そんな人達と話をしてい

たせいか、帰国してから「積極的になった」

と言われる程、私の性格も変わったようです。

「ドイツの子達に負けられないな」と新たな

気持ちが芽生えた良い経験になったと思いま

す。  
ドイツに訪問してから何日か経ちましたが、

この訪問で与えられた世界観、経験は強く胸

に焼き付き、一生の糧となっています。帰国

時の飛行機の中から「もう一度、絶対世界に

出るんだ」という強い志は今も変わっていま

せん。この経験がどのような形で自分の将来

に結びついていくか、自分でも楽しみです。

このようなすばらしい経験をさせてくださり、

陰で労してくださった方々に、厚く感謝の気

持ちを抱いています。これからも末長く、ボ

ッパルトの心優しい人達と、良い友好関係を

築いていきたいです。  
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ボッパルト訪問を終えて  
青梅市立吹上中学校３年  

佐藤 裕樹  
 
 私が感じたボッパルト市の第１印象は「静

かな町」でした。人も多く、車も走っている

のになぜか騒がしくなく、とても暮らしやす

い、そんな感じがどこか青梅市に似ている町

でした。  
 私がドイツに行き感じたことは、ごみに対

する考え方の違いでした。ドイツではごみ減

量に対する意識が高く、家庭からのごみは１

ヶ月にサッカーボール１つ分程しか出ないそ

うです。私は最初、なぜそんなにもごみの量

が少ないのか気になりました。けれども、ド

イツに滞在している内に自然とその理由が分

かってきました。  
 たとえば、ペットボトルなどは、あらかじ

め２５セント高く売られています。なぜなら、

ドイツではペットボトルを回収する際に、２

５セント還元される仕組みになっているから

です。それだけではなく、スーパーマーケッ

トなどの商店では、レジ袋を置いてすらいま

せん。  
 このように、ドイツではごみ減量のための

システムができていることを感じました。一

方、日本ではどうでしょうか。もちろん再利

用などのための仕組みはありますが、ドイツ

程徹底してはいないと思います。このような

ことが、今、問題視されている地球環境の改

善にもつながっていると感じました。  
 この派遣で私が一番印象に残ったことは、

ドイツの人々の優しさでした。私は、今回が

初めてのホームステイでした。大きな期待と

共に不安もあったのですが、ホストファミリ

ーの方々は、私を本当の家族のように迎えて

くださいました。そのため、私がそれまで抱

いていた不安も消えました。ホストファミリ

ーの方は、私のつたない英語でも理解してく

ださり、とても楽しく充実した１週間を送る

ことができました。  
 そんな中で、私は気付いたことがありまし

た。それは、私があまり文法などを気にせず

喋っている時でも、きちんと意思疎通ができ

ていたことです。お互いに理解しようと努力

すれば理解し合えるということが分かったと

共に、たとえ言葉が通じていても、理解し合

おうとしなければ、決して相手の本当の気持

ちは理解できないと感じました。このことは、

最近多くみられる、コミュニケーション不足

にも深く関わっていると思います。面と向か

って相手に意思を伝えずに、メールなどを使

い伝える、そのような関係を続けている内に、

ささいな誤解から大きなトラブルにつながる

というようなことも、理解しようとしない会

話が原因になっている気がします。  
 今回の派遣で、私はさまざまなことを学び

ました。そのひとつひとつが未来につなげて

いかなければならないことです。そのような

ことを少しでも多く、皆さんに還元できるよ

うに努力していきたいと思います。  
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Guten Tag! 
青梅市立新町中学校３年  

舩木 和  
 
 この夏、私は使節団の一員としてのボッパ

ルトへの派遣で、初めての海外渡航を経験す

ることができました。８月１７日が近づくに

つれて、いよいよボッパルトへ行くのだとい

う期待が高まる一方、自分の英語は通じるの

だろうかという不安も次第に大きくなりまし

た。  
 そんな私が、ボッパルトでの経験を通して

学んだことが２つあります。  
 １つは、日本との文化や環境、考え方の違

いです。まず驚いたのが、建築物の大きさで

す。日本の大きな建物と比べても、数倍は大

きい教会や大聖堂などを見学し、その壮大さ

に憧れを抱きました。さらに驚いたのは、ラ

イン川にごみがひとつも落ちていないことで

す。なぜなら、街のあちこちにごみ箱が設置

されていたり、各家庭で細かく分別が行われ

ていたりと、市民１人１人の環境に対する意

識がとても高いからです。平気でポイ捨てを

する日本人は、ボッパルト市民と同様の意識

を持ち、環境に興味を持つことが必要だと思

いました。  
 もう１つは、自分の意見を伝えることの大

切さです。初めてホストファミリーと会った

時、私はできるだけ文を話そうとしていまし

た。しかし、向こうの人はとても積極的で、

「どうして」「どうやって」と、たくさん質問

をしてくれたので、私は会話に夢中になり、

気がつくと、ジェスチャーを交えて単語で話

していました。思い返せば、よく話ができた

と思うほど、単語をつないだだけの会話でし

たが、相手に伝わった時の喜びは、とても大

きかったです。自分の意見を伝えるのに必要

なのは、完璧な文法ではなく、積極的に相手

と話そうとする姿勢なのだと、肌で感じまし

た。  

 １週間という短い短い時間の中で、私はさ

まざまなことを感じました。ボッパルトの街

や自然に触れ、その雰囲気を感じ、また、そ

れにより今後の日本の課題や、良いところを

再確認できました。そして何よりも、ボッパ

ルトの人々とたくさん交流し、コミュニケー

ションがとれたこと、友好を深めることに携

われたことが、最高の経験になりました。行

く前はあんなに大きかった不安は、いつの間

にか消えていました。夏の１週間はあっとい

う間に過ぎ去り、１週間が１日のように感じ

られました。私は、今回の経験を生かし、こ

れからも青梅とボッパルトの友好を深めてい

きたいと思います。そして、いつかもう一度、

ボッパルトの地を訪れてみたいです。  
 最後に、今回、この貴重な体験をさせてく

ださった、竹内市長をはじめ、団長の畑中教

育長、引率の鳥居先生、布田さん、小澤さん、

青梅・ボッパルト友好協会の皆様、そして使

節団の皆さん、本当にありがとうございまし

た。  
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ボッパルトで過ごした１週間  
青梅市立泉中学校３年  

鈴木 優麻  
 
 私は初め、ボッパルトという見知らぬ土地

で１週間も過ごせるかとても不安でした。け

れど、そんな不安を打ち消すかのように、ホ

ストファミリーの方々が温かく迎えてくださ

り、ボッパルトで過ごす楽しみが一気に増え

ました。  
 ボッパルトは自然豊かなとてもきれいな街

で、雰囲気がどこか青梅と似ていて過ごしや

すく、散歩するだけでも十分楽しめるところ

でした。環境に気を配っていて、買い物をす

る時は、ビニール袋はないためエコバッグを

必ず持参しなくてはならないということや、

スーパーにはペットボトルなどを入れるとお

金が返ってくるというリサイクル式の機械ま

でありました。それほど環境に気をつけてい

るからこそ、ボッパルトは誰もが住み心地が

良いと思えるきれいな街であり続けられるの

だろうと思いました。  
 ボッパルトに住む人々は、誰もがフレンド

リーで見ていてとても微笑ましく、日本人が

見習わなければならないところだと思いまし

た。ボッパルトで食べた料理はとてもおいし

く、好き嫌いの多い私でもたくさん食べるこ

とができました。ドイツでは、日本とは違っ

て、夕食より昼食の方が豪華で、ポテトや肉

がメインの料理が多かったです。他にもパン

がとてもおいしく、チーズやハムなどを挟ん

で食べたりしました。今ではドイツのパンが

とても恋しいです。  
 ライン川は常にいろんな船が行き来してお

り、観光客などで賑わっていて、この人達は

きっとボッパルトの魅力に惹かれてこの地を

訪れたのだろうと思いました。ボッパルトは

訪れる者全てを魅了する力を持っていて、将

来ここに住みたいと思ってしまうほど本当に

素晴らしい街なので、１人でも多くの人にボ

ッパルトのことを知ってもらいたいと思いま

した。  
 ボッパルトでの生活は毎日がとても楽しく、

日が増すごとに、このまま日本に帰らずボッ

パルトに残りたいという気持ちが高まりまし

た。しかし、そんな思いも虚しく、１週間と

いう長いようで短い時間はあっという間に過

ぎ、思い出深い日々は幕を閉じました。  
 今回ボッパルトを訪れ、滞在したことで、

世界観が広がり、今までとは違う物事の見方

や考え方ができるようになったり、食も広が

って、今まで食べられなかったものも食べら

れるようになりました。私は今まで、狭い物

事の見方や考え方しかできなくて、ボッパル

トに行かなければ人生の大半は損していたと

思います。ボッパルトに行くことができて本

当に良かったです。  
 ボッパルトでの出来事は一生の思い出とな

って、私の心の中にいつまでも残り続けると

思います。そして、またいつの日かボッパル

トを訪れて、今回体験した貴重な出来事を思

い返し、新しい思い出を作って日本に帰って

来たいです。   
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変化  
玉川学園高等部１２年  

成宮 慶有  
 
 私は「第１３回青少年友好親善使節団」の

リーダーとしてドイツのボッパルト市を訪問

することができて、さまざまなものを見て、

多くの人と出会い、たくさんのことを教えて

いただきました。ボッパルトで学んだことは、

私のものに対する考え方を「変化」させまし

た。ボッパルトでの経験は、私のこれからの

人生においてとても役に立つ大きな経験だっ

たと思います。私がこのすばらしい経験をで

きたのは、多くの人々のおかげだと思います。

今回のプログラムに関わってくださったすべ

ての人に感謝しています。  
 私の旅を振り返ると、毎日が楽しく、いろ

いろなことがありました。約１週間の旅でし

たが、とても短く感じました。  
 私がまず印象に残っているのが、日本で受

けたシュカト先生のドイツ語講座でした。こ

の講座で、ドイツ語であいさつ、自己紹介が

できるようになりました。またシュカト先生

に、ドイツの国のことやドイツ学校・教育制

度についても教えていただきました。この講

座で、初めて出会うドイツの人への不安が楽

しみに変わりました。また、私の夢が学校の

教師になりたいということもあり、ドイツの

教育へ関心を持つようになりました。  
 次に、私はドイツに着いた時のことを鮮明

に覚えています。８月の日本は毎日がとても

暑かったので、半袖の T シャツと短パンを着

ていたのですが、ドイツは雨のせいもあり、

とても寒かったです。空港からバスに乗りボ

ッパルトへ向かう時、街並みを見て、日本と

はまた違った古いヨーロッパの雰囲気を感じ、

改めてドイツに来たんだなあと思いました。

ライン川沿いをバスが走り始めた時、空港ま

で迎えに来てくれたエファさんが私の隣の席

に来て、ライン川沿いに見えるネコ城やマウ

ス城を教えてくれました。私は不得意な英語

ですが、彼女と話せてよかったです。また、

私が感じたのは、ドイツの教育がとても良質

であるということです。私が出会った人々の

ほとんどが、英語を話すことができるという

ことです。教育者となるために、ドイツの教

育は私にとって大きな研究材料になると思い

ます。  
 私がドイツにいる間お世話になったのは、

シュナイダー家です。とても音楽が好きな人

達で、毎日が楽しい生活でした。シュナイダ

ー夫妻の娘のステファニーはビオラやピアノ

が弾けて、お父さんのクラウスさんもギター

が弾けて、ビオラが弾ける私にとって大きな

コミュニケーションとなりました。ボッパル

トの教会で、ドイツの人々と一緒に演奏させ

ていただいたことが一番印象に残っています。 
 帰ってきてから、私の考え方はいろいろ変

わりました。一番感じたことは、人生という

道は日本だけではなく海外にもあるというこ

とです。  
 今回の旅はきっかけになったと思います。

これからもボッパルトと関わりあいたいです。 
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変わらないもの  
桐朋女子高等学校２年  

吉田 茉由  
 
 ボッパルトは、青梅とは一見まるで共通点

がないようでありながら、似通った「あるも

の」を持つ町でした。  
 雄大なライン川、その脇に切り立った渓谷、

町のいたるところに点在する古代遺跡。初め

て煉瓦の道に下り立った時は、ダイナミック

な景観に圧倒され、ただ瞬きを繰り返すこと

しかできませんでした。街路を歩いてみても、

空き缶や煙草の吸い殻は全く見当たらず、澄

んだ空気には常に何処からか音楽が流れてい

ました。何となく家々を見上げてみても、庭

や窓辺には花が溢れ、築１００年以上のもの

がほとんどでした。本当に、この町の人々は

自分の町に愛着があって、大切にしているの

だなと、滞在中は幾度も思わされましたし、

それに対して、自分はどのように町と接して

いるのだろうか、ごみを道に捨てたりはしな

いものの、日々の生活の中で果たして大切に

できているのだろうかと、毎夜寝るときに思

い起こしてみては首を捻っていました。  
 向こうで友達になったボッパルトの女の子

は、一度青梅に来たことがありました。その

子が「青梅はボッパルトと似ているよね。」と

言った時、私は耳を疑いました。どうして似

ているなんて言えるのだろうと。片言の英語

で何故かと聞いてみると一言、「なんとなく。」

と返されました。旅の半分が過ぎるまで、私

は彼女の言ったことが理解できませんでした

が、ボッパルトの町に慣れてゆくうちに、あ

あそうだったのかと納得させられました。確

かに、この町と青梅ではあらゆる点で違って

いるけれど、ただ、ふと遠くの葡萄畑を眺め

ている時、風に揺れる木の葉の重なりを見上

げる時、感じた空気は住み慣れた故郷のもの

であったのです。それは思い込みから来る感

覚に過ぎないのかもしれません。しかし、彼

女がそう感じたように、私がそう感じたよう

に、互いの町に流れる共通した空気があって、

行く人も来る人もそれを感じているのならば、

長い間絶えることなく二つの町が交流を続け

られている、見えない理由になり得るのでは

ないかと思います。そのことを、私は彼女に

伝えたかったのですが、英語のレベルが及ば

す、上手く意思を疎通させることができませ

んでした。もっときちんと英語を勉強してお

けばよかったと、この時ほど痛感し、悔んだ

ことはありませんでした。青梅に帰ってきて

町を見回してみると、確かにボッパルトとは

違いました。私も普段の生活に戻るにつれ、

町に対する意識も薄くなっていきましたが、

道に転がるごみにはよく目がいくようになり

ました。それを拾い上げることは、今回ボッ

パルトに行かなければできなかったと思いま

す。  
 ボッパルトと青梅に共通する「あるもの」

とは、自分の住む社会への信頼感と、時代や

周囲の変化に応じることのできる不変の自信

が自然と町に息づいている点。それらが人々

を安心させ、惹き寄せるのだと思います。  
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ボッパルトを訪問して  
錦城高等学校１年  

落合 郁実  
 
 ドイツへ旅立つ前、ドイツ人の友人に「ド

イツは良いところがたくさんあって、人も優

しいから楽しんでおいで。」と言われ、期待に

胸を膨らませ、使節団に参加しました。  
 ドイツで過ごした１週間は、ボッパルト市

内の散策、ケルン大聖堂やマルクスブルグ城、

ローレライの見学など、美しくそして落ち着

いた風景の中で、とても充実したものでした。 
 その中でも、カントギムナジウムの訪問に

は大きな印象を受けました。  
 カントギムナジウムは、日本でいう中高一

貫校のような学校です。そこに私はホストフ

ァミリーのエファに連れて行ってもらいまし

た。学校に入ってみると、そこはまるで「ハ

イスクールミュージカル」のような、外国の

活気あふれる自由なスクールライフがありま

した。当たり前ですが、周りはドイツ人だけ

で、日本が通じない心細さと「ドイツ人と仲

良くなりたい」という思いで、とても緊張し

ていました。実際に授業に参加でき、日本で

たくさん練習したドイツ語で自己紹介をしま

した。すると、むこうもひとりひとり日本語

で自己紹介をしてくれて、感激しました。授

業を受けて驚いたことは、生徒たち自身が積

極的に意見交換をしながら、授業を進めてい

ることです。日本の授業ではあまり見られな

い風景で、とても衝撃を受けました。  
 ボッパルトの訪問でやはり一番心に残って

いるのは、民泊家庭で過ごした日々です。  
 私はホームステイというものが初めてで、

ドイツ語もあやふやで、知らない土地で生活

できるのかとても心配でした。しかし、民泊

家庭先のミュントニッヒ家の皆さんは、そん

な私を笑顔で迎えてくれ、すぐに不安はどこ

かへ飛んでいきました。ドイツの炭酸水が飲

めない私のためにミネラルウォーターを買っ

てくれたり、フリータイムの日には「お城に

行ってみたい。」という私のわがままに応えて

くれ、世界遺産のエルツ城に連れて行ってく

れました。エルツ城は１２世紀から一度も陥

落したことがなく、タイムスリップしたよう

な気持ちになりました。エファとは一緒にテ

ニスをしたり、ロース家でホームパーティー

をしたり、折り紙をやったり公園を散歩して

お互いのことを話したり…。言葉が通じない

ことも多々ありましたが、同じ時間を過ごす

だけで言葉の壁は乗り越えることができると

実感しました。それと同時に、もっと喋りた

い！と思うようにもなりました。  
 初めて訪れる土地でありながら、安心して

貴重な体験ができたのは、ミュントニッヒ家

の皆さんをはじめ、多くの方の支えのおかげ

であり、とても感謝しています。今ではドイ

ツに訪れる前よりもドイツに興味を持ち、青

梅・ボッパルト友好協会にも入会しました。

これからもより一層ドイツ語を学び、再びド

イツに訪れたいと思います。そして、この旅

で得たさまざまな貴重な体験を今後の生活に

役立てると共に、今回お世話になった方々に

恩返しがしたいです。  
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ドイツで学んだこと  
都立青梅総合高等学校２年  

齋藤 彩音  
 
 私はこの夏、青梅市青少年友好親善使節団

の一員としてドイツのボッパルト市を訪れる

機会を頂きました。  
 私には、幼い頃から持ち続けている夢があ

ります。それは、「世界中に友達をつくること」

です。そんな夢を持ったきっかけは、海外で

暮らす親戚や父の仕事場で外国人の人を見た

り話をするうち、国や文化の違いに興味を持

ったことだと思います。しかし、憧れだけで

とどまり、母が英語を教えようとすると、「日

本に住んでいるのに何で英語を勉強しなくち

ゃならないの。」と反発し、夢は少しずつ遠ざ

かってしまっていました。  
 そんなとき私は、高校に貼ってあった使節

団の募集を見ました。私は、自分を試して、

夢に少しでも近づくまたとないチャンスだと

思い、応募しました。  
実際、ドイツに行ってからは驚きの連続で

した。まず驚いたのは、建物に歴史を感じさ

せる古いものがたくさんあることです。世代

を超え、あちこち修復しながら家や建物を大

切にするドイツの人々に、温かいものを感じ

ました。  
カントギムナジウム訪問では、同世代の学

生であるにも関わらず、国の違いでここまで

違うのかと驚きました。授業は、日本は受け

身であるのに比べ、ドイツでは自分の考えを

持つ学生たちが活発に発言していました。そ

して、日本でよく見受けられるグループも、

ドイツでは、仲良しの人の他にも友達のよう

に話をしており、さまざまな人と日常的に話

せて楽しそうだと感じました。そして、ドイ

ツの学生の英語力と発表の時の質問の多さは、

明らかに日本とは違う点でした。私も見習わ

なくてはならないと再確認しました。  
そして、ザイザー家の方にホームステイさ

せていただいたことは、一番深く心に残って

います。互いに言葉が通じない中、はじめは

戸惑い、不安になりましたが、パソコンや絵、

身振り手振りを使い会話することで、言葉の

大切さと話すことの楽しさを知りました。そ

れと同時に、言葉を学ぶことの意味を身にし

みて感じ、「次に行く時は言葉をたくさん学ん

で力をつけ、今回伝えきれなかったことや話

したいことを話すことができるようになる」

という目標ができました。別れの時は、ザイ

ザー家の優しい思い出が温かくて、涙が止ま

りませんでした。  
今回の旅で一番実感したこと。それは「自

分の目で見ないと分からないことがたくさん

ある」ということです。今回行ってみなけれ

ば、イメージだけで触れることのなかった世

界で終わってしまっていました。そして、私

は広いこの世界の１人だという当たり前で忘

れてしまうこと。行動力の大切さ。人の温か

さ。今回の旅は私に大切なことを数えきれな

いほど教えてくれました。  
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ボッパルトを訪問して  
引率  
青梅市立第三中学校主任教諭  

鳥居 智子  
 
 青少年友好親善使節団全員が元気に訪問を

終え、たくさんの収穫を得て帰国しましたこ

とを御報告いたします。諸関係の皆様に感謝

の気持ちでいっぱいです。ボッパルトの皆様

の熱意にも驚きました。たくさんの方が協力、

準備してくださって、この訪問が実現してい

ることを感じました。ありがとうございまし

た。  
 生徒たちにとっては新しい体験の連続でし

た。「英語をもっと勉強する！！」という発言

が、初日に早くも聞かれました。語学の必要

性を生徒たちは切実に感じたようです。歓迎

会で全員がドイツ語で自己紹介をしました。

ホームステイの家族に、家庭での生徒の様子

を質問すると、楽器を演奏したり、英語で話

をして意思を伝えているようでした。涙を流

して家族をお別れしていた生徒を見て、生徒

のみなさんのフレッシュな心に、今回の８日

間の体験は大変貴重なものになったのだと思

いました。今後の生き方に大きな影響を与え

ると思われます。  
 交流会では、歌や「よさこいソーラン節」

の踊りを披露し、好評でした。アンコールで

はドイツの生徒と一緒に踊りました。カント

ギムナジウムでは、ドイツの生徒から「部活

動で時間をとられ、家族との時間はあるので

すか？」「自分の趣味などを楽しまないのです

か？」などの質問が出ました。給食、制服、

朝礼、部活などがドイツの人々には驚きだっ

たようです。質問が多くびっくりしました。

高学年になると、意見を言うことを主にした

授業になるそうで、納得できました。  
 いろいろなことを感じ考えました。飲料は

ビン入り炭酸水を家庭でも購入して飲んでい

ます。日本の水のありがたさを実感しました。

「ゆっくりとした時間の流れ」を感じました。

夫婦、家族で過ごす時間を大切にしています。

町には自動販売機がありません。住民が反対

しているそうです。ライン川には橋がありま

せん。古い城を見学するためにはかなりの坂

を歩かなければなりませんでした。便利より

は環境を守ることに重点が置かれているため

でしょうか？地形は広い台地にライン川が流

れていてくぼんでいるということがよくわか

りました。ケスタ地形、または楯状地だと帰

国してから知りました。電車の騒音が問題に

なっているそうです。  
 たくさんの方にお会いして、人それぞれに、

ドラマになりそうな人生があって、今を生き

ているのだということを感じることができた

訪問でした。今回引率という機会をいただき

感謝しております。ありがとうございました。 
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青梅市青少年友好親善使節団に参加して  
引率  
青梅市企画部秘書広報課  

広聴・国際交流担当主査  
布田 信好  

 
 私は、平成２１年４月に広聴・国際交流担

当に就任し、主に姉妹都市であるボッパルト

市との交流事務を行っています。今回、青梅

市青少年友好親善使節団の引率として同行し

ました。私は以前、ドイツに行ったことがあ

りましたが、ボッパルト市へ行ったのは初め

てであり、手紙や電話でやり取りをしていた

方々と初めて会うことになりました。実際に

会ってみると、印象どおりの友好的で親切な

方ばかりであり、すぐに馴染むことができま

した。このことは、異国の地に来て不安だっ

た団員たちにとっても、肩の力が抜け、安心

できたのではないでしょうか。  
 今回の団員たちと初めて会った時、第１印

象は「おとなしいな」と思いましたが、事前

研修を重ねるにつれ、協力的で積極的な思い

やりのある使節団となりました。ボッパルト

市のカントギムナジウムという学校で「青梅

市の観光」、「私たちの学校生活」というテー

マで発表するための準備や学習、また、交流

会で披露する「よさこいソーラン」の練習も

団員自らが進んで行い、臨時練習日まで設け

て練習に励んでいました。実際、カントギム

ナジウムでのテーマ学習の発表会では、講堂

にたくさんの生徒が集まり、皆、真剣に団員

の発表に耳を傾けていました。発表が終わる

と、質問や意見交換が活発に行われ、活気に

満ちた場となりました。団員は、日本とドイ

ツの教育に関する考え方の違いや互いの国の

教育制度の良い点、悪い点を感じ取っていま

した。団員たちは、分散していくつかの授業

にも参加し、授業が終わると、積極的に名刺

や日本土産を持って配っており、事前研修で

習ったドイツ語や英語で話しかけていました。 

カントギムナジウムでの交流は今回が初めて

ですが、同年代の青少年が実際に対面して意

見交換をすることができたことは、両国を理

解する上でとても良い刺激になったのではな

いでしょうか。ドイツを知ると共に、改めて

自国である日本を知ることになったことと思

います。  
 ボッパルト滞在中は、観光地へも案内して

いただきました。歴史ある建物や教会を大切

に保存しており、観光だけではなく、実際に

使用している建物も多くあり、驚かされまし

た。トリアの大聖堂では、日本語ガイドをつ

けていただきましたが、団員たちはその説明

を熱心に聴いており、多くの質問をしてメモ

を取っている姿が印象的でした。観光中も多

くのボッパルト市民にエスコートしていただ

き、自由行動では、お目当てのお土産を探す

ため、拙いドイツ語で説明している団員を微

笑ましく見ていました。  
 ボッパルト市と友好協会に開催していただ

いた懇親会では、「よさこいソーラン」を披露

しました。これは団員が一生懸命練習してき

たものであり、自治会から借用した法被を着

ての披露となります。団員の気迫が見ている

私まで緊張させます。声を張り上げ、動きも

大きく、踊りは今までで最高の出来となりま

した。踊り終わった後の団員ひとりひとりの

充実した顔が今も忘れられません。  
 青少年使節団の団員は、今回の経験を通じ

て、ドイツを知り、日本を再認識し、言葉は

通じなくとも心は通じ理解しあえることを学

んだのではないでしょうか。今後、この経験

を自分ひとりのものにすることなく、各学校

で見聞を広めていただきたいと思います。  
 最後に、この青少年使節団を派遣するに当

たり、多くの方々のご協力を頂きましたこと

に感謝申し上げます。  
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（２）テーマ学習 
 今回の青少年派遣事業では、ボッパルト市滞在中

に市内にあるカントギムナジウムという学校を訪

問し、青梅市の観光や学校生活について発表し、日

本とドイツの教育制度の違いを学ぶことをテーマと

していました。 
 そこで、団員たちは、日本での事前研修において、

テーマに沿って学習しまとめ、発表に備えました。 
 当日は、画像等を用いながら、団員それぞれがテ

ーマに沿ってカントギムナジウムの生徒の前で発

表し、その後、さまざまな質疑応答が行われ、とて

も活発な交流となりました。団員にとっても、大変

貴重な体験となりました。 
ここでは、それぞれが学んだ内容や発表での感想

などを報告します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ドイツ人の積極性 
青梅市立第一中学校２年 

比嘉 友浩 
 
 テーマである「私たちの学校生活」、「青梅市の観光」

をドイツの人にわかりやすいように、通訳さんを通し

て、要点を簡単に説明しました。各自担当することを

調べ、僕は、多摩川について、川の水が飲むことがで

きる、などの説明をしました。 
 ギムナジウムの生徒から、たくさんの質問がありま

した。「学校が終わった後は、どのように過ごすのか」

「休みの日は、何をしているのか」「部活動について」

「塾について」「給食について」「お金のこと」などで

す。 
 ソーラン節を踊った後の反応も良く、日本文化に興

味を持っていると感じました。 
 授業見学、テーマの質問で感じたことは、ドイツ人

はとても積極的だということです。僕は、理科の授業

を見学し、教室内で、皆が意見を出し合っていて、自

分の意見も言い実験していました。 
 日本人のことは、自分のやりたいことをはっきり言

わないと言っていました。 
 ドイツの生徒は、ほとんど塾へ行っていないので、

日本人は、受験や勉強が大変だと思います。ドイツの

人は仕事が、５時には終わり、家族で過ごす時間を大

切にしています。夏休みは、１週間ぐらい、バカンス

で、近くの国へ、家族旅行に行くそうです。日本の父

親は夜も帰って来る時間は遅く、休みの日でも僕達に

は部活動や大会があり、あまりいっしょにいません。 
 国が違うと文化や学校の教育制度や考え方の違いを、

見て知ることができました。 
 青梅総合高校と姉妹校となるカントギムナジウムの

人達に使節団員の口から青梅を説明でき、青梅を多く

知ってもらえたことは、とても良かったと思います。 
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ドイツと日本の学校 
青梅市立第二中学校３年 

雙木 萌子 
 
 私は、今回の使節団員になるまで、ドイツも日本と

同じような学校制度だと思っていました。もちろん、

給食や制服はないと思っていましたが、他は同じだと

思っていました。なので、小学校が４年制、ギムナジ

ウムでは授業が午前中で終わるという話を聞いて驚き

ました。 
 まず、小学校が４年制ということは、小学校４年生

で自分の進路を決めなければなりません。日本のよう

にそのまま中学校へ上がるということではなく、大学

へ行きたければギムナジウムへ、大学へ行く必要がな

いと感じれば、中学校や専門学校などへ主に行くそう

です。専門的な分野で力を伸ばす人も多いそうです。

私は、早いうちに自分の進路を決めるというのは良い

と思いました。自分の道が決まっていれば、だらだら

となんとなく勉強することなく、しっかりと勉強にう

ちこめると思いました。私は、実際にそこを垣間見る

ことができました。 
 私たちは、ボッパルトへの訪問のときに、現地のカ

ントギムナジウムを見学させてもらいました。授業で

は、誰一人つまらなそうに授業を受けている人はいま

せんでした。やはり、自分がするべきことをわかって

いるからなのだろうと思いました。 
 けれども、同時に日本の学校の良いところも感じま

した。向こうの学校では、合唱などを学年の全員、ク

ラスの全員でするということは少ないと聞きました。

なので、何かを協力して物事をするというのは日本の

学生の良いところなのではないかと思いました。 
 ドイツの学校と日本の学校にはたくさんの違いがあ

りました。どちらにも良いところがありました。そん

な学校同士、生徒同士の交流が深まれば、もっと良く

なるのではないかと思いました。 
 
 
 
 
 
 
 

ドイツの教育を実際に見て 
青梅市立第三中学校３年 

浅野 光 
 
 私は今回の旅でカントギムナジウムに行き、ドイツ

の教育制度を学ぶことができました。ドイツの教育制

度は日本のものとはだいぶ違っていました。 
 カントギムナジウムには１０歳から１９歳までの生

徒が通っていました。そこで約９年間の授業を受ける

そうです。日本は同じ９年間でも小学校と中学校に分

かれているのでカントギムナジウムは小学校と中学校

が一緒になった学校のようで魅力的だと思いました。 
 カントギムナジウムに行ってドイツと日本では学校

での過ごし方も違うことに気付けました。 
 行ってまず面白いと思ったことは服装の違いでした。

日本の中学生や高校生などが着ている制服はなく、私

服で授業を受けているということは聞いていましたが、

実際に見てみるとやはり少し驚きました。それと同時

に生徒ひとりひとりの個性が感じられ、とても良いと

思いました。 
 制服だけでなく、給食もありませんでした。自分の

好きな食べ物や飲み物を持ってきていいので、まるで

日本の高校のようでした。 
 そして何より私が驚いたことは、授業の雰囲気の違

いでした。私は、カントギムナジウムで数学の授業を

見せてもらうことができたのですが、その教室の先生

が急に、「僕はダンスが好きだから教えてほしい。」と

言い出し、授業の前に披露したソーラン節を教えてみ

んなですることになりました。真面目よりも楽しさを

強く感じた授業でした。 
 カントギムナジウムに行って見学をすると、普段私

が日本の学校であたり前だと思っていたことの多くが

違っていたので驚きました。国によってこんなにも違

いがあるのかと思い、興味が湧いてきたので、他の国

の教育制度や学校での過ごし方も知りたくなりました。 
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ドイツの学校、日本の学校 
青梅市立西中学校３年 

田中 歩 
 
 ボッパルトの学校カントギムナジウム。そこで私は、

日本とは異なったドイツの学校や教育制度を実際に見、

聞き、感じてきました。 
 事前に、ドイツでは日本よりも早い段階で進路が分

かれると学習しました。個人の特性や就きたい職業に

合わせて、大学進学を目指したり、職業訓練をするな

どを選択するそうです。将来に直接関わってくるよう

な進路を早い時期に決めるこの制度は、自分の将来を

しっかり見据えることにもつながり、とても良いと思

いました。 
 カントギムナジウムは、学習に積極的に取り組んで

いて楽しい雰囲気の学校でした。授業のための道具や

設備が充実していて、羨ましかったです。新しいもの

を進んで取り入れているそうで、その中でも、最近導

入したというスピーカー付きホワイトボードには驚き

ました。 
 通っている生徒さん達は、授業中も休み時間もはつ

らつとしていました。同じような目標を持った友達と

一緒に過ごせるのも、良いところだと思いました。 
 今回私は、日本の学校がドイツに誇れる点も見つけ

ました。例えば、合唱。クラスや学年で協力して作り

上げる合唱をドイツの方にも聴いてもらいたいです。

他にも、盛んな部活動や真っ直ぐな整列の様子なども、

日本の学校が誇りに思える点です。そういったことを

今回、カントギムナジウムの生徒に伝えられなかった

のが、少し残念です。 
 今後も青梅とボッパルトが交流を重ね、お互いの国

の学校や教育制度についても深く話し合えるようにな

ってほしいです。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ドイツの教育制度について 
青梅市立第六中学校２年 

川鍋 宏明 
 
 ドイツの教育は日本と同じで６歳から始まり、その

修業年限も９年間です。しかし日本と決定的に異なる

部分があります。それは、早い時期に学校がわかれる

ということです。ドイツでははじめに４年間の基礎教

育が行われ、主に計算やドイツ語の勉強をします。５

年生になると職業専門学校へ進学するためのハウプト

シューレ（５年間）と、レアールシューレ（６年間）、

大学へ進学するためのギムナジウム（９年間）という

３つの学校にわかれます。この判断は大変重要なもの

になります。 
 ハウプトシューレ、レアールシューレは職業教育の

基礎固めとなる学校で、卒業すると職業学校に進学し

ます。ドイツの職業学校は学校に通いながら、職人や

社会の下で訓練を受けます。つまり、二元職業教育制

度が特徴ということです。さらに、レアールシューレ

は卒業後に中級卒業の資格を取得し、特殊な職業学校

か専門の上級学校を経て、企業の管理事務職、商売サ

ービス産業の仕事につきます。 
 ギムナジウムは大学進学の通過点と考えられている

ため、語学や理科、社会などの教科があり、特に歴史、

政治についてや自然科学についての教育に力を入れて

います。ともに自分で調べる勉強方法をとり入れ、自

分の意見を表現できる討論能力を重視しています。実

際、ギムナジウムで青梅の紹介をした時、どんどん気

になったことを質問して自分の知識としてとり入れよ

うとしていました。 
 またハウプトシューレでは英語、レアールシューレ

では英語とフランス語、ギムナジウムでは英語、フラ

ンス語、スペイン語、ラテン語を習い、ラテン語以外

は、早い段階でその言語だけで授業が行われます。そ

のため、ほぼすべての人は学校を卒業するまでに、他

の言語で自分の考えを話せるようになります。 
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ドイツと日本の教育制度の違い 
青梅市立第七中学校３年 

鈴木 美麗 
 
 私は今回、ドイツのカントギムナジウムで「青梅市、

日本の学校」について発表をしました。中でも私は、

学校制度について詳しく調べました。同じ青梅市の中

の中学校の中でも、制服をはじめ、さまざまな学校の

特色があることを知りました。しかし、基本的な部分

は同じで、小・中・高校とも、時間や学習制度は同じ

でした。しかし、ドイツの学校は、日本の学校とはた

くさんの部分が異なっていました。まず、日本でいう

小学、中学、高校、大学との違いです。ドイツでは、

小学校４年生までは皆一貫して授業を受けますが、５

年生からは進路別の学校に分かれます。学校は３つに

分かれており、「基礎学校」「実技学校」、「ギムナジウ

ム」のどれかを選択します。しかし、どれも日本のよ

うに入学試験というものがないので、小学校での成績

が重視されます。中でも、「ギムナジウム」は他の２つ

の学校より通学する期間が４年多く、小学校の学力が

評価されないと入れない学校です。ギムナジウムに進

学できる生徒は平均で２０％ということから、私たち

が訪問した学校は、学力の進んだ学校であったことが

分かりました。ドイツの教育制度は、簡単に言うと能

力と進路重視のシステムです。私が今回これらのドイ

ツの学校制度を調べ一番に驚いた部分は、小学校の時

点で自分の進路を決めていなければならないというこ

とです。日本では、高校に入ってまだはっきりとした

将来の夢が決まっていないという人もいると思います。

しかし、早い時期に将来のことを意識することで、実

現力が上がるように思います。また、「入試がない」と

いう制度も、勉強を普段からコンスタントに行うこと

ができる、良い制度だと思います。 
 日本人は、ドイツとは異なった制度ですが、どちら

にしても、本人が学びたければ、学習できる、良い教

育制度だと感じました。 
 
 
 
 
 
 

私達の学校と、ドイツの学校 
青梅市立吹上中学校３年 

佐藤 裕樹 
 
 私は、ドイツに行った時の、カントギムナジウム訪

問で、「私達の学校生活」というテーマについて発表し

ました。ドイツには、制服や給食のようなものがない

ので、とても関心を示しているようでした。 
 その後、私たちは、カントギムナジウムの生徒と一

緒に授業を受けました。私は、私の１つ上の学年の人

達と一緒に、数学の授業を受けました。その時私が感

じた日本の学校との違いは、生徒が授業に積極的であ

るということです。日本では、授業を受ける態度こそ

まじめで静かだと思います。けれども、自分から進ん

で発言、質問をするというのは苦手だと思います。 
 積極性は、私達がこれから生きていく上でも、また、

自分自身を成長させていく上でも、とても重要な役割

を果たしていきます。 
 ですから、私達は、ドイツの学校の優れた特色を学

び、これからの学校生活に生かしていかなければなら

ないと強く感じました。 
 また、ドイツの方々も、日本のことを紹介した時に、

とても興味を示してくださいました。だから、私達は、

ドイツの方々にも、もっと日本を理解してもらえるよ

うな活動も行っていきたいと思いました。 
 「学校」という私にとって非常に身近なテーマでも

日本とドイツでは異なる点も多く、そのひとつひとつ

をお互いが理解し、学べることは学び、改善していく

ことが、私達の成長のために必要なことだと感じまし

た。 
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教育の発見 
青梅市立新町中学校３年 

舩木 和 
 
 日本の教育は、義務教育の小学校に６年間、同じく

中学校に３年間通い、その後、自分の希望する進路に

合わせて高等学校に３年間、大学に４年間通うという

６・３・３・４制を基本として成り立っています。し

かし、ドイツの場合は、小学校に４年間通った後、就

職や進学を希望する生徒ごとに学校が分かれます。 
 私たちは、ボッパルトへの派遣中、進学を希望する

生徒が通う、カントギムナジウムを訪問し、高校生の

授業を体験させていただきました。そこでの授業は、

日本の授業のように、講義を聞いてノートを取るのと

は違い、先生が生徒に質問を投げかけ、生徒もまた積

極的に手を挙げて答えるというものでした。生徒同士

で意見が飛び交い、授業が進んでいく様子がとても印

象的でした。しかも、先生が説明を始めると、それま

での活発さが集中力に変わり、教室が一気に静かにな

りました。メリハリがついていて、理想的な授業だと

感じました。 
 このような授業が行われている背景には、学校制度

が関係していると思います。日本では、中学校までは

学区内の学校に通うのが一般的です。しかし、ドイツ

では日本の小学校５年生の段階で、すでに進路に合わ

せた学校に通うので、同じ目標を持った生徒同士が集

まることができます。私は、この点がドイツの教育の

一番のメリットだと思います。 
 国によって学校制度が異なり、学校制度によって教

育スタイルも異なります。ドイツの学校制度を学ぶこ

とで、日本との違いをたくさん知ることができ、また、

日本の教育の良さも学ぶことができました。これから

は、それらのことを踏まえた上で、充実した学校生活

を送っていきたいと思います。 
 
 
 
 
 
 
 
 

教育制度の違いについて学んだこと 
青梅市立泉中学校３年 

鈴木 優麻 
 
 ドイツと日本の教育制度は全く違い、日本の教育制

度は文部科学省によって定められていますが、ドイツ

では州によって異なります。そして、日本と根本的に

違うところは、小学校が４年制で、１０歳で進路が決

まるということです。 
 日本では、６年間の小学校教育を受けて中学校に入

学し、中学校は３年間で卒業します。義務教育終了後

は大抵の人が高校に進学し、３年間勉強した後、大学

へ行くか就職するかそれぞれが自分の進路を決めます。

しかし、ドイツでは小学校を卒業する１０歳で自分の

進路を決めなくてはなりません。大学へ行くためには

ギムナジウムで９年間学ぶことになり、それ以外の人

は５年制の中学校へ行って義務教育を受けるか、専門

技術も学ぶ６年制の中等実科・商科学校へ行くことに

なります。これらの進路は、基本的には小学校での成

績によって決まり、ギムナジウムへは一定の学力がな

ければ行けません。ギムナジウムではよりハイレベル

な一般教養と最低でも２つの外国語を学び、５年制の

中学校と実業中等学校では英語が必修科目となり、そ

れぞれが職業に応じた一般教養を学びます。授業時間

も日本とは異なり、ドイツの小学校やギムナジウムで

は午前中に授業は終わります。日本では塾や習い事、

部活動などがありますがドイツにはなく、家族と過ご

す時間がたくさんあります。そういったことから、ド

イツの人々はフレンドリーで誰とでも仲良く接するこ

とができるのだと思います。 
 私は今まで触れたことのなかったドイツと日本の教

育制度の違いについて学び、国によってそれぞれ違う

ことでお互いが高め合い、これからの世界を担ってい

くのではないかと思いました。そして、教育制度の違

いをより多くの人に学んでもらえたら良いと思います。 
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ドイツの教育制度 
玉川学園高等部１２年 

成宮 慶有 
 
 私は今回のドイツへの訪問する「第１３回青少年友

好親善使節団」に選ばれなければ、ドイツの教育制度

について自分自身の目で見ることはできなかったと思

います。今回は多くの人々のおかげでボッパルトを訪

問することができ、とても感謝しています。 
 私の夢は学校の教師になることです。そのため、ド

イツの教育制度にはとても興味がありました。しかし、

私はこの目でカントギムナジウムの学校の授業を見る

までは、日本の学校教育は世界の中でもとても良質な

教育だと思い、ドイツの教育は劣っているものだと思

っていました。それは間違いでした。私が思うドイツ

の教育制度の特徴は、４年間の初等教育の後、日本の

専門学校のような、将来は技術的な職業に就職するた

めの学校と、日本の高等学校に似たギムナジウムとい

う進学校に分かれます。私がボッパルトで訪問したの

は、後者の方のギムナジウムです。私がボッパルトへ

行くためのドイツ語会話で講師をしてくださったシュ

カト先生から、専門学校からギムナジウムへ移ること

やその逆も可能であることを教えていただきました。

この制度は日本と違い、興味深いと思いました。 
 私がドイツの教育がとてもすごいと感じたのは、ほ

とんどの人が英語を話せることです。ドイツでの英語

教育は話すことが主体だからだと思います。ドイツの

学校は午後１時までしか授業がありません。また塾に

行っている人もいません。授業をする先生も自由に行

っていて、生徒ものびのびと勉強しています。 
 私が教師になった時に良い教育をするためにも、ド

イツの教育は大きな教科書になると思います。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

教壇の下の扉 
桐朋女子高等学校２年 

吉田 茉由 
 
 ドイツの学校に教壇はありませんでした。すべての

学校がそうなのかは分かりませんが、少なくとも今回

訪れたカント・ギムナジウムの教室にはありませんで

した。日本の学校にはほとんどの教室に教壇があって、

教師はその上に立って生徒に勉強を教えますが、ドイ

ツの授業は教壇を必要としないスタイルが確立されて

います。もちろんドイツでも教師と生徒の区別はあり

ますが、どちらが目上、目下という概念はありません。

教師は講義をする中で、授業内容について頻繁に生徒

に意見を求めます。生徒も間違えるのを恐れて黙りこ

むということは全くなく、常に積極的に挙手をして発

言し、他の生徒との意見交換、指摘のし合いをしてい

ました。授業は当たり前ですがドイツ語で行われてい

ましたので、何を聞いてもちんぷんかんぷんでしたが、

日本の教室との空気の違い、根本的な授業形態の違い

は、痛いほど感じ取ることができました。日本では、

つい最近まで、自ら積極的に意見を主張することは、

遠慮がなくあまりよくないという考え方があったせい

か、教師が講義をする間、生徒はひたすら聞くに徹し、

ノートを取るという授業風景が今でも一般的といえる

でしょう。しかし現代では、いかにして自分の意見を

論理的に主張できるか、異なる文化をもつ人々と交流

するための発信力が大切になってきています。ドイツ

の教室では、生徒ひとりひとりが「自分」を持ち、発

信する訓練ができるような環境が、当然のようにそこ

にありました。対して、現代の多くの日本の教室には、

まだその環境が整っているとは言い難く、ドイツから

帰ってきて、普段通り自分の席につき授業を受けたと

き、私は日本の教室に古くから残る一種の閉鎖性を見

出さざるを得ませんでした。国際化の進む今日、教師

も生徒も、一度今の教室を出て、新しい教室へ足を踏

み入れる必要があるのではないかと思います。 
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日独学校生活の違いについて 
錦城高等学校１年 

落合 郁実 
 
 私は「私たちの学校生活」というテーマで、カント

ギムナジウムで発表しました。 
 部活・給食・朝礼・制服・授業などに分け、学校で

の写真を持ち寄り、発表内容を作り上げていきました。

発表時はドイツ語で通訳の方に読んでもらうので、一

文を短く簡潔にまとめることが難しかったです。 
 私は「部活動」について発表しました。ドイツには

部活動という制度がなく、学校が終わった後で個人的

にスポーツクラブや文化活動をするので、学校で行う

日本の部活動にとてもびっくりしていました。放課後

や休日に家族や友達と過ごす時間を大切にするドイツ

人にとって、休みの日に部活動があることを不思議に

思ったそうです。また、制服や給食の制度もドイツに

はなく、服装も自由で、休み時間には家から持ってき

た果物などを食べていました。 
 私は実際に学校に行ってみて、ドイツの生徒は日本

よりも自由な学校生活を送っているような印象を受け

ました。そして発表への質問も多く、何に対してもと

ても積極的・意欲的に取り組んでいることを感じまし

た。 
 事前学習の準備は大変でしたが、カントギムナジウ

ムの生徒の皆さんに、少しは青梅のこと・日本の学校

のことを知ってもらうことができたと思います。そし

て、私自身もドイツと日本の学校生活の違い、文化の

違いを学ぶことができ、とても貴重な体験となりまし

た。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

日本とドイツの教育制度について 
都立青梅総合高等学校２年 

齋藤 彩音 
 
 私たちが自分の国であたり前だと思っていることは、

世界的に見るとあたり前でないということが、たくさ

んあります。それは教育制度についてもいえます。そ

れぞれの国にそれぞれの教育制度があります。 
 日本では、小学校・中学校は義務教育です。中学校

を卒業すると、就職する人と高等学校を受験し、進学

する人がいます。高等学校は私立と公立とがあり、私

立は授業料あり、公立は授業料なしです。そして高等

学校を卒業すると就職する人と大学・専門・短大と多

種多様な進路があります。小学校は６年、中学校は３

年、高等学校は３年間です。 
 ドイツでは６歳から１５歳までの９年間が義務教育

で、小学校は４年間で、学校は午前中で終わり、宿題

もありません。科目の中には宗教教育もあります。そ

して、４年生で進路を決めます。受験はありませんが、

成績と家の希望によって、職業訓練をするハウプトシ

ューレ、勉強と職業訓練をするリアルシューレ、そし

て今回見学させていただいた大学進学のための学校、

ギムナジウムがあります。それぞれ学ぶ期間も違い、

ハウプトシューレ、リアルシューレは５～１０学年、

ギムナジウムは５～１２・１３学年までです。 
 今回カント・ギムナジウムを訪れて感じたのは、ド

イツの学生は疑問があると、すぐに手を挙げ活発に発

言します。それは、日本にはない意見交換型の授業や、

早くから進路を決めるため自分のことをしっかり管理

する力の表れだと感じました。日本は受身型の授業で、

大きくなってから将来を決めるので、日本とドイツは

正反対の教育制度です。日本の大学はお金を払います

が、ドイツの大学は無料です。 
 このように、国によって教育制度が大きく違います。

理由は、求めている能力が違うからです。教育は国の

命なので、その国の特色がとてもよく表れていました。 
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５ 参考資料 
（１）平成２２年度事業スケジュール 
 

月 日 内  容 

 
４月 ９日(金) 
４月１５日(木) 
５月３０日(日) 
５月下旬 
６月 ４日(金) 
６月１３日(日) 
６月１８日(金) 
７月 ４日(日) 
７月１５日(木) 
７月２５日(日) 
７月３１日(土) 
８月 ６日(金) 
８月１１日(水) 
８月１７日(火)～ 

８月２４日(火) 
９月 ３日(金) 

１０月 ３日(日) 
２月 

 

 
校長会にて市内各中学校へ派遣団員推薦依頼 
広報おうめ・ホームページ等で公募団員募集開始（５月７日締切） 
公募団員面接試験実施 
市立中学校団員推薦者内定 
公募団員内定、通知発送 
第１回事前研修（市長面談等） 
第２回事前研修（親子研修・派遣事業説明） 
第３回事前研修（ドイツ語会話等） 
臨時事前研修１（出し物の決定等） 
第４回事前研修（ドイツ語会話等） 
第５回事前研修（テーマ学習打ち合わせ等） 
第６回事前研修（親子研修・団員決定等） 
臨時事前研修２（テーマ学習打ち合わせ、出し物の練習等） 
ボッパルト市へ派遣 
 
第１回事後研修（親子研修・帰国報告等） 
第２回事後研修（報告文提出等） 
報告書作成 
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（２）研修の様子 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第１回事前研修 第３回事前研修（シュカト先生のドイツ語講座） 

第４回事前研修（恩田先生のドイツ語講座） 第５回事前研修（テーマ学習打ち合わせ） 

第６回事前研修（テーマ学習発表練習） 



（３）派遣団員募集要項（公募用） 
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今年の夏、姉妹都市ボッパルトへ！        あなたも参加してみませんか。 

 

   （第１３回ボッパルト市への青少年友好親善使節団派遣事業 主催：青梅市）  
【事業目的】青梅市の姉妹都市ドイツ・ボッパルト市へ青少年を派遣することにより、

両市の友好親善を深めるとともに、国際的視野に立つ青少年の育成を図るこ     

とを目的としています。 

【募集対象】青梅市在住の高校生および市立中学校在籍以外の中学生  
      ※市立中学生は各学校での募集となります。  
【派 遣 先    】ドイツ連邦共和国ボッパルト市  
【派遣期間】平成２２年８月１７日（火）から８月２４日（火）までの８日間  
【応募資格】１ 派遣時に、中学２年生から高校３年生であること（今までにこの派遣

事業でボッパルトへ派遣された方は除きます。）  
２ 心身ともに健康で、協調性に富み、規律ある団体行動ができること  
３ 派遣後も民泊受入れ等で青梅市の国際交流事業や姉妹都市交流事業に

協力できること  
４ 青梅市が実施する事前研修（ドイツ語会話等５回程度）および事後研

修に参加できること（事前研修を修了した方が、正式に団員となります。） 
【募集人員】若干名  
【費用】派遣にかかる航空運賃、空港施設使用料、空港税、燃油サーチャージ、海外旅

行傷害保険料、市役所・成田空港間送迎バス代は青梅市が負担します。それ以外

の個人で必要な経費は団員本人の負担となります。たとえば、パスポート取得に

関する費用等  
【宿泊】ボッパルトでの宿泊は、全員ホームステイとなります。  
【選考】作文審査と面接  
【選考結果の通知】６月８日までに応募者全員に通知します。  
【作文】所定の原稿用紙に 1000 字から 1200 字の作文を作成し、申込書と一緒に提出し

てください。  
【作文のテーマ】①「国際交流あるいは、国際理解について」  
        ②「ドイツ（ボッパルト）に行って学びたいこと」  

※どちらか一つ選んで書いてください。  
【面接日と会場】平成２２年５月３０日（日）  
        午前９時から（予定）  各応募者ごとの面接時間は別途連絡します。  
        青梅市福祉センター第２研修室  
【申込方法】受付期間内に所定の申込書に記入の上、写真を貼付し、作文と一緒に市役

所本庁舎２階秘書広報課広聴・国際交流担当窓口に直接持参または郵送して

ください。（作文は自筆に限ります。）  
【申込書・原稿用紙】青梅市のホームページからダウンロードできます。また、市役所

受付、秘書広報課広聴・国際交流担当窓口、各市民センター、中央

図書館で配布します。  
【申込受付】平成２２年４月１５日（木）～平成２２年５月７日（金）必着  

（ただし、土・日・祝日は休み）  
      午前８時３０分から午後５時１５分まで  
【事前研修】団員内定者の第１回目の研修は、６月１３日（日）午前１１時から青梅市

役所２階市長公室で行います。  
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